
健康日本21推進全国連絡協議会「連携指標」策定のイメージ図 

厚生労働省研究班 

（令和 6-8 年度厚生労働行政推進調査事業費補助金） 

国民健康・栄養調査対象集団の新旧コホート研究による健康日本 21

（第三次）推進のエビデンス構築 

NIPPON DATA80/90/2010 研究 

研究代表者：三浦 克之（滋賀医科大学） 

分担研究者「連携指標」：岡村 智教（慶応義塾大学） 

ワーキンググループ

学会（学会員）等が中心

となりエビデンスに基づ

いた「連携指標」を検討

し、企画部会に提案 

（５名程度の想定） 

モデル事業

（助成事業） 

会員団体（単一でも複数

でも可）が「連携指標」

をモデル的に作成して他

の会員団体に提示 

国（厚生労働省）に成果を報告し、 

国民健康づくり施策に反映 

方策１ 方策２ 

２１協議会事務局を介して

相互に情報共有 

連携 

津下 一代 SLP委員

長からの助言等 


